
～空を飛んでやってくる あばしりからの贈り物～
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昭
和
30
年
代
後
半
に
入
る
と
伊

勢
湾
の
汚
染
が
進
ん
で
き
て
ボ
ラ

が
「
臭
い
魚
」
の
代
表
と
し
て
嫌

わ
れ
、
売
れ
な
く
な
り
、
鳥
羽
地

方
の
ボ
ラ
タ
テ
漁
は
、
昭
和
45
年

の
浦
村
の
漁
を
最
後
に
消
え
て
い

き
ま
し
た
。

　
海
の
博
物
館
に
は
、
ボ
ラ
漁
に

使
っ
て
き
た
安
楽
島
の
タ
テ
キ
リ

船
（
網
船
）
2
隻
、
浦
村
の
ト
ッ

ペ
（
網
船
）
な
ど
の
漁
船
や
、
鳥

羽
、
小
浜
、
安
楽
島
、
浦
村
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
た
「
文
久
、明
治
、

大
正
、
昭
和
」
の
年
号
や
「
大
漁

満
足
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
「
ボ
ラ

サ
シ
ア
ミ
」、「
ヒ
シ
（
３
本
、
４

本
、
５
本
な
ど
各
種
）」
な
ど
の

鳥
羽
の
名
産
物
「
ボ
ラ
」
を
つ
か

ま
え
て
い
た
漁
具
類
が
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
1
「
毛
吹
草
」
江
戸
時
代
初
期
の
俳

句
の
書

※
2
「
本
朝
食
鑑
」
江
戸
時
代
中
期
の

本
草
書

昭和初期の池の浦でのボラタテ漁

安楽島のタテキリ船

な
る
ほ
ど
！
う
み
は
く

な
る
ほ
ど
！
う
み
は
く

　

オ
ボ
コ
、
ス
バ
シ
リ
、
イ
ナ
、

ボ
ラ
、
ト
ド
、
と
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
呼
び
名
が
変
わ
る
ボ
ラ

は
、
出
世
魚
と
し
て
親
し
ま
れ
る

魚
で
、
オ
ボ
コ
イ
、
ス
バ
シ
ッ
コ

イ
、
イ
ナ
セ
、
ト
ド
ノ
ツ
マ
リ
な

ど
の
言
葉
は
成
長
す
る
ボ
ラ
の
呼

び
名
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

出
世
す
る
め
で
た
い
魚
と
し

て「
名
吉
（
な
よ
し
、
み
ょ
う
き

ち
）」、
伊
勢
地
方
で
多
く
捕
れ
、

コ
イ
に
形
や
味
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
「
伊い

勢せ

鯉ご
い

」な
ど
と
も
呼
ば

れ
、「毛け

吹ふ
き

草ぐ
さ

」※
１（
1
6
4
5
年
）

の
諸
国
の
名
産
物
に
は
「
志
摩
国

鳥と
ば
の羽
鰡な

よ
し

」、ま
た「
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

食し
ょ
っ

鑑か
ん

」※
２

（
１
６
９
７
年
）
に
は
「
伊
勢
の

鳥
羽
、桑
名
の
海
浜
で
多
く
採
れ
、

そ
の
美
い
も
の
は
他
の
ど
の
国
の

も
の
も
及
ば
ず
、
全
く
泥
身
が
な

い
と
い
う
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
鳥
羽
の
名
産
物
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
鳥
羽
、
桃
取
、

坂
手
、
小
浜
、
安
楽
島
、
浦
村
な

ど
の
漁
村
で
、
群
れ
で
回
遊
し
て

く
る
ボ
ラ
を
山
上
に
つ
く
っ
た
ア

ラ
ミ
（
魚
見
）
小
屋
で
待
っ
て
見

張
り
、
群
れ
を
見
つ
け
れ
ば
村
人

総
出
で
タ
テ
キ
リ
網
を
使
っ
て
ボ

ラ
の
群
れ
を
取
り
囲
み
、
サ
シ
ア

ミ
に
絡
め
た
り
、
ヒ
シ
で
突
い
た

り
し
て
捕
獲
す
る
大
規
模
な
ボ
ラ

タ
テ
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
小
浜
の
寺
・
済
渡
院
の
境
内
に

は
水
族
の
供
養
の
た
め
に
立
て
た

「
南
無
阿
弥
陀
仏

鰡
鰶
水
族
之

碑
」
な
ど
と
刻
ま
れ
た
3
基
の
碑

が
建
っ
て
お
り
「
明
治
12
年
50
万

余
、
明
治
22
年
1
0
0
余
万
」

「
明
治
30
年
12
月
に
浜
辺
浦
で

14
万
3
4
1
0
本
、
池
の
浦
で

29
万
1
9
3
9
本
」
の
大
漁
が

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

鳥
羽
の
名
産
物
「
ボ
ラ
」を

つ
か
ま
え
た
漁
具

市
立
海
の
博
物
館　
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に
指
導
し
た
の
で
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
で
、
無
期

限
大
会
出
場
停
止
処
分
を
受
け
て

い
た
桃
田
賢
斗
選
手
が
、
日
本

チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と
し
て
復
活
を

遂
げ
ま
し
た
。
挫
折
を
経
験
す
る

中
で
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
敗

者
に
な
っ
て
も
次
の
試
合
に
つ
な

が
る
冷
静
な
弁
が
述
べ
ら
れ
る
な

ど
成
長
の
姿
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ガ
マ
ン
は
耐
え
る

こ
と
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
で

は
な
い
の
で
す
。
耐
え
る
時
期
が

あ
っ
て
、
次
へ
の
飛
躍
が
あ
る
の

で
す
。

　

一
方
で
ス
ポ
ー
ツ
界
の
パ
ワ
ハ

ラ
が
次
か
ら
次
へ
と
話
題
に
上
り

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考

え
方
、
練
習
や
指
導
方
法
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ

か
ど
う
か
は
、
当
事
者
が
意
識
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
昔

は
こ
う
だ
っ
た
」
で
語
る
こ
と
の

で
き
な
い
問
題
で
す
。
時
代
の
移

り
変
わ
り
の
中
で
、
間
違
っ
て
い

る
こ
と
は
正
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
人
々
が
気
付
き
、気
付
か
せ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

住
み
よ
い
社
会
を
作
る
た
め
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に「
我
慢
す
る
」
の

で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
「
ガ

マ
ン
す
る
」
粘
り
強
く
生
き
る
社

会
を
作
り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

「
ガ
マ
ン
」

　

昨
年
大
ブ
レ
ー
ク
し
た
ス
ポ
ー

ツ
選
手
に
大
坂
な
お
み
さ
ん
が
い

ま
す
。
テ
ニ
ス
の
四
大
大
会
の
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
で
日
本
人
初
の
優

勝
を
飾
り
、
彼
女
の
発
言
は
「
な

お
み
節
」
と
称
さ
れ
マ
ス
コ
ミ
を

に
ぎ
わ
し
ま
し
た
。

　

彼
女
は
、
そ
の
勝
因
に
「
ガ
マ

ン
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
あ
げ
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
我
慢
は
つ
き

も
の
で
す
。
し
か
し
大
坂
選
手
の

使
う
ガ
マ
ン
は
、
日
本
人
の
使
う

我
慢
と
は
少
し
違
っ
た
よ
う
に
思

う
の
で
す
。

　

英
語
の
「Patient

」
、
こ
の

日
本
語
訳
を
ガ
マ
ン
と
い
い
ま
す

が
、
辛
抱
強
く
ラ
リ
ー
を
続
け
た

大
坂
な
お
み
選
手
の
プ
レ
ー
に
ガ

マ
ン
の
プ
レ
ー
を
見
た
よ
う
に
思

う
の
で
す
。
サ
ー
シ
ャ
バ
イ
ン

コ
ー
チ
は
、
彼
女
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
物
事
を
捉
え
る
こ
と
を
教
え
、

辛
抱
強
く
勝
機
を
う
か
が
う
よ
う Vol.176
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